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1 調査概要 

日高市民の方々の移動実態、公共交通等の利用状況・ニーズ等を把握するため、市民アンケ

ート調査を実施した。調査では 3,000 通のアンケートを配布した。1,582 票の回答があり、回収率は

52.7％となっている。配布段階で公共交通利用者、特にバス利用者の意見を把握するため、主要

な利用者と考えられる高齢者層に重点的に配分している。 

 

対象者 日高市民（※無作為抽出した 3,000 人） 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

回答期間 2023 年 12 月 1日～18 日 

回収票数 1,582 票（回収率 52.7％） 

調査内容 

 属性（性別、年齢、世帯構成、居住年数、免許・自家用車保有状況 等） 

 日常の交通行動（目的・目的地、頻度、利用交通手段、時間帯 等） 

 徒歩移動に関する制約 

 地域公共交通の利用状況・満足度 

 地域公共交通の利用・非利用理由 

 地域公共交通に対するニーズ 

 地域公共交通の不便さにより制約を受けている活動 

 移送サービスの利用状況・サービス維持への協力意向 等 

備考 

 対象者は高校生以上（15歳以上）の市民とし、中学生以下の子どもの移動実態に

ついては親の調査票の中で可能な限り確認した。 

 公共交通利用者の意見を着実に確保するため、年代別の公共交通分担率（全国

パーソントリップ調査結果）に基づいて傾斜配分の上対象者を抽出した。 

 「配信用封筒に日高市の名称を明記」「リマインドのハガキを送付」「市の広報誌・

ホームページ等で案内」等の回収向上策を実施した。 
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【参考】アンケート調査票 
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2 回答者のデモグラフィック属性 

2.1 日高市人口と回答者の構成の比較 

アンケート回答者の性別は男女比が概ね１対１、居住地区は「高麗川市街地」が 3 割程度と最も

高く、「高萩市街地」、「武蔵台・横手台市街地」が 2 割程度で続き、いずれも日高市の人口構成と

概ね同程度。年齢は前述のとおり高齢者層に重点的に配分しており、70 歳以上の比率が高い。 

 

   

外側：令和2年国調 内側：アンケート回答者（性別：N=1548、年齢：N=1558、居住地区：N=1490） 

図 回答者の属性（性別・年齢・居住地区） 

 

 

図 居住地区区分 
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2.2 市内での居住年数 

居住年数は「40～50 年未満」が 3割近くを占めるなど 30 年以上が 7割近くを占めている。 

 

 

図 日高市での居住年数 

 

2.3 同居家族 

同居家族は「配偶者・パートナー」が 7 割と高く、「子ども（中学生以上）」も 3 割近くを占めている。

一方で「一人暮らし」は 1割強となっている。 
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3 市民の歩行時・車の運転に係る状況 

3.1 歩行時の状況 

歩行時の状況では 64 歳以下が 9 割、65～74 歳は 8 割が「特に支障を感じない」のに対し、75

歳以上では5割程度と急激に低くなり支障を感じる比率が高くなる。状況としては「坂や階段、長距

離の移動が難しい」が 4割、「杖や手押しカートを使っている」が 1 割程度となっている。 

 

 

図 歩行時の状況（回答者全体ベース・年齢別） 
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3.2 車の運転に係る状況 

「日常的に運転する」は65歳以下では7～8割程度だが、75歳以上では5割と大きく低下する。 

 

図 運転免許の保有と車の運転（回答者全体ベース・年齢別） 

 

運転をする理由としては、どの年齢層でも「買い物等お店に行く際に使用するため」が９割と最も

高い。また 64 歳以下では「通勤」が 6 割、65 歳以上では「通院」が 7 割程度と他の年齢層に比べ

て高い。 

 

 

図 運転をする理由（回答者全体ベース・年齢別） 
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「運転をなるべくしたくない」もしくは「運転できない」は全体の 3割程度を占めており、特に 75歳

以上の高齢者層でその割合が高い傾向にある。 

 

 

図 運転に対する考え（回答者全体ベース・年齢別） 

 

居住年数が「5 年未満」の近年市内での居住を開始した層（移住者層）は、「積極的に運転した

い」という回答が比較的少ない傾向にある。 

 

 

図 運転に対する考え（居住年数別） 
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免許の返納については、年齢層が高くなるほど、「すぐに返納すると思う」「すぐではないが返納

すると思う」を合わせた比率は上昇傾向となっている。 

 

 

図 運転に自信がなくなったり、家族から心配されたりした場合の免許返納についての考え 

（回答者全体ベース・年齢別） 
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4 日常の移動の状況 

4.1 普段の移動実態 

① 移動目的 

通勤・買物については「週に 1～2 回以上」の外出と回答している割合が 9 割前後を占める。通

院については「1 ヶ月に 1～2回程度」の外出が最も多く、全体の半数程度を占めている。 

 

 
図 目的別移動頻度（回答者全体ベース） 

 

通勤/通学は年齢が低いほど移動頻度が高い傾向だが、逆に通院は年齢層が高いほど頻度が

高い傾向が見られる。買い物先はどの年齢層でも同程度となっている。 
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図 目的別移動頻度（年齢別） 
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② 流動 

通勤・通学については、市内での移動と比較して市外への移動のほうが多く、市内東部

は川越市のほか狭山市、鶴ヶ島市、坂戸市との結びつきが、市内西部は飯能市との結びつ

きが強い状況にある。また、いずれの地域からも東京都内への通勤通学が多い状況にある。 

 

 

図 通勤・通学目的の流動 

※市内は大字レベル、市外は市町村レベルで把握、回答件数 2件以上の流動のみ図示 

 

 

図 通勤・通学目的の目的地の内訳 
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市内の買物施設では、ヤオコー高麗川店とベイシアひだかモール店の利用が多く、ヤオコーは

市内全域から、ベイシアは市内東部を中心に利用が多い。 

日常的な買物は、飯能市のマミーマート飯能武蔵台店を除き、市内買物施設の利用が多い状

況にある。 

その他、高麗川市街地では生鮮市場 TOP 高麗川が、市内西部ではマミーマート飯能武蔵丘店

の利用が多い。 

 

 

図 買物目的の流動 

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数 2件以上の流動のみ図示 
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市内の医療施設では、旭ヶ丘病院と岡村記念クリニックの利用が多く、旭ヶ丘病院は市内東部

から、岡村記念クリニックは市内西部からの利用が多い状況にある。その他、市内西部からは武蔵

台病院の利用が多い状況にある。 

毛呂山町の埼玉医科大学病院を除き、市内医療施設の利用が多い状況にある。 

 

 

図 通院目的の流動 

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数 2件以上の流動のみ図示 

 

 

図 訪問の多い施設（通院目的上位 10施設） 
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③ 移動時間帯 

自宅出発のピークは「7 時～9 時台」であり、通勤・通学、通院と比較して買い物は若干ピーク時

刻が遅い傾向にある。また、買い物・通院は午前中に用事を済ませて帰宅する傾向にある。 

 

 

図 目的別出発時刻（回答者全体ベース） 
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帰宅が集中する時間は「10～18 時台」となっている。通勤/通学の場合は「16～18 時台」、買い

物・通院の場合は「10～12 時台」であり、目的によってピークが異なる。 

 

 

図 目的別帰宅時刻（回答者全体ベース） 
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事も多いと考えられる。買い物先では 64 歳以下で「19～21 時台」も他の年齢層と比べて高い。 
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出発から帰宅までの時間は通勤/通学では「8 時間以上」が高い。買い物では「1～2 時間未満」、

通院は「1～3 時間未満」が高い。 

 

 

図 目的別出発から帰宅までの平均的な時間（回答者全体ベース） 
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図 目的別出発から帰宅までの平均的な時間（年齢別） 
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④ 所要時間 

移動時の所要時間は、いずれの目的でも概ね「45 分以内」となっている。買い物では「15 分未

満」が最も高いなど移動距離が最も短く、次いで通院、通勤通学と続いている。 

 

 

図 目的別移動時の所要時間（片道）（回答者全体ベース） 

 

移動時の代表的な交通手段では、いずれの目的でも「自動車（自分で運転）」が多く過半数を占

めており、送迎も含めると 8割程度を占めている。通勤通学に関しては「鉄道」の利用が目立つが、

公共交通利用は全体の 2 割程度にとどまる。病院等が運営する施設の送迎サービスについては

「タクシー」と同程度のシェアを占めている。 

 

図 目的別移動時の代表交通手段（回答者全体ベース） 

 

 

  

23 

32 
23 

4 
8 5 4 

53 

35 

11 

1 1 0 0 

41 
35 

18 

2 3 1 1 
0%

20%

40%

60%

80%

～15分

未満

15～

30分

未満

30～

45分

未満

45分～

1時間

未満

1～

1時間半

未満

1時間半

～2時間

未満

2時間

以上

通勤/通学先(N=539)

買い物先(N=1295)

通院先(N=1173)

22 

11 

62 

10 

8 

19 

1 

0 

0 

3 

2 

19 

13 

63 

17 

4 

2 

1 

0 

0 

1 

2 

16 

9 

55 

19 

7 

6 

3 

1 

0 

4 

3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

徒歩

自転車・バイク

自動車（自分で運転）

自動車（家族等による送迎）

バス

鉄道

タクシー

地域おたすけ隊の送迎

おりづる号（こま武蔵台）/

デマンド交通（横手台）

施設の送迎サービス

その他

通勤/通学先(N=541)

買い物先(N=1171)

通院先(N=1061)



22 

 

⑤ 交通手段 

いずれの目的に関しても、加齢に伴い「自家用車（自分で運転）」の割合が減少し、「徒歩」や

「自動車（家族等による送迎）」、「バス」の利用等が増加する傾向にある。「バス」については高齢

者層の利用が多い傾向にあるが、「鉄道」については高齢者以外の利用も多い傾向にある。 

 

 

図 目的別移動時の代表交通手段（年齢別） 
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「自動車（自分で運転）」は特に東部地区の市街化調整区域で多い傾向にある。一方で「徒歩」

「鉄道」の利用は高麗川市街地など市街化区域において多い。「バス」は高麗川市街地並びに武

蔵台・横手台市街地で比較的多い傾向にある。 

 

 

図 目的別移動時の代表交通手段（居住地区別） 
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日常的に車を運転する層では、どの目的でも「自動車（自分で運転）」が 8～9 割と高く、他の交

通手段の利用は低い。一方、他の層は通勤では「鉄道」、買い物・通院では「家族等の送迎による

車の移動」などが高く、日常的に車を運転する層と比べると「徒歩」が特に高い傾向にある。 

 

 

図 目的別移動時の代表交通手段（免許保有・車の運転頻度別） 
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4.2 限界徒歩時間 

限界徒歩距離（無理なく歩くことができる距離）は、「1 キロメートル以上」の長距離を歩行すること

ができる層の割合は年代によって大きく変わらないが、「数十メートル程度以下」の短距離しか歩行

できない層は加齢とともにその限界距離が短縮する傾向にあり、元気な方と身体的な制約が強い

方の二分化が進んでいる。 

 

図 限界徒歩距離（回答者ベース・年齢別） 

 

4.3 施設への移動ニーズ 

交通が便利ならば利用したい施設については、日高市役所が最も多く、その他、ひだかアリー

ナ、市立図書館、高麗の郷など、公共施設への移動ニーズが全体的に高い傾向にある。 

エリア別にみると県道 15号線沿線、高麗川市街地、旭ヶ丘地区周辺に集中している。 

 

 

図 交通が便利であれば訪問したい施設 

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数 2件以上の流動のみ図示 
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5 公共交通の利用状況 

5.1 公共交通の利用頻度 

公共交通の中で最も利用頻度が高いものは鉄道であり、バスが続く。 

 

 

図 公共交通の利用頻度（回答者全体ベース） 

 

いずれの年代においても 8 割前後は「年に数回以上」は利用している。特に通勤通学で利用す

る 64 歳以下の比較的若い層で利用頻度が高い。バス・タクシーは加齢とともに利用頻度が増加す

る傾向にあり、特にタクシーは他の年代と比較して 75歳以上の高齢者の利用頻度が特に高い。 
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図 公共交通の利用頻度（年齢別） 
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バスについては武蔵台・横手台市街地での利用が顕著に高く、逆に高萩市街地では利用が少

ない傾向にある。鉄道は市街化調整区域を含めて市内全域で幅広く利用されている。タクシーに

ついては地域間でのばらつきは小さいものの、高萩市街地・高麗川市街地で比較的利用が多い

傾向にある。 
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図 公共交通の利用頻度（居住地区別） 

 

日常的に運転する層は他と比べてバスやタクシーを「全く利用しない」が高い。逆に免許を返納

した層ではこれらの利用が比較的高く、支援事業による優待の利用の影響も考えられる。 

 

 

 

バス 

鉄道 

 

タクシー 

 
  

図 公共交通の利用頻度（免許保有・車の運転頻度別） 
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5.2 公共交通に対する満足度 

公共交通に対する満足度はばらつきが大きく、いずれの交通機関についても、満足と不満足の

比率が同程度となっている。 

 

図 公共交通に対する満足度（回答者全体ベース） 

 

タクシーについては、65 歳以上では、満足と満足していない層が両極に分かれる傾向が強まる

傾向にあるものの、年齢別では傾向を見出しにくい状況にある。 
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図 公共交通に対する満足度（年齢別） 

 

「満足していない」の比率は各公共交通を利用していない層で高く、不満な点が利用につなが

っていない可能性が考えられる。 
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図 公共交通に対する満足度（公共交通の利用頻度別） 
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居住地区間で満足度を比べると、市内東部地区（市街化調整区域内）で満足度が低い傾向に

あり、特に北東部地区でどの交通手段に関しても満足度が著しく低い状況にある。市街化区域内

では、高萩市街地のバス・タクシーに関する満足度が他の市街地と比較して低い傾向にある。 
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図 公共交通に対する満足度（居住地区別） 
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5.3 公共交通を利用したい理由 

いずれの交通機関でも「自分で運転せずに済む」が高く、公共交通のメリットとして、自分で運転

をしなくても目的地に到着できる点が認識されている。その他、鉄道に関しては「到着時刻が読み

やすい」、「目的地まで速く移動できる」といった定時性・速達性、バスについては「歩く距離が少な

くて済む」といった徒歩移動負担の小ささ、タクシーについては「自宅近く・目的地近くで乗降でき

る」などのドアツードア性の高さがメリットとして認識されていることが伺える。 

 

 

図 公共交通を利用したい理由（全体ベース） 
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75 歳以上ではタクシーやバスで「歩く距離が少なくて済む」が高く、体力的な負担が少なくなるこ

とが好まれていると考えられる。 

 

 

図 公共交通を利用したい理由（年齢別） 
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いずれの項目でも公共交通を利用している層は全く利用しない層よりも高く、公共交通のメリット

を高く感じていることが伺える。特にバス・タクシーでの自宅・目的地との近接性や、「歩く距離が少

なく済む」といった負担の小ささ、鉄道での「目的地まで速く移動できる」、「到着時刻が読みやすい」

といった速達性や定時性をより高く評価している。 

 

 

図 公共交通を利用したい理由（公共交通の利用頻度別） 
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西部・東部では鉄道の「到着時刻が読みやすい」や「目的地まで早く移動できる」点が他の地区

と比べて高い傾向にある。 

 

 

図 公共交通を利用したい理由（居住地区別） 
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5.4 公共交通を利用したくない理由 

公共交通を利用したくない理由では「利用したいときに利用できない・便数が少ない」という自由

度の低さが挙げられており、全体の共通のデメリットとして認識されている。加えて、タクシーについ

ては「運賃の高さ」についても利用のネックになっている。 

 

 

図 公共交通を利用したくない理由（全体ベース） 
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バス・鉄道については、「利用したいときに利用できない・便数が少ない」点に対する意見が、タ

クシーについては「運賃が高い」点に対する意見がどの年齢階層においても共通的に多く見られ

ました。 

 

 

図 公共交通を利用したくない理由（年齢別） 
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利用している層と利用していない層での差が比較的大きな点は、利用している層では「運賃」や

「交通機関同士の接続」、「利用したいときに利用できない・便数が少ない」といった点が高く、利用

していない層では「自宅近く・目的地近くで乗降できない」が高い。 

 

 

図 公共交通を利用したくない理由（公共交通の利用頻度別） 
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市内東部地区においては、「便数の少なさ」に加え、「自宅近く・目的地近くで乗降できない」、

「乗車までに歩く距離が長い」といった乗車前・降車後の徒歩距離の面での課題が多く挙げられて

いる。高萩市街地においては、バス・タクシー共に「利用したいときに利用できない」点に対する意

見が他の市街地と比較して多い傾向にある。 

 

 

図 公共交通を利用したくない理由（居住地区別） 
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6 送迎活動の状況 

自家用車による送迎活動は、通院介護で特に高いなど、定常的に行われていることが伺える。 

 

 

図 家族等の送迎の頻度（全体ベース） 

 

送迎先は日高市内が 6～7 割程度を占めるものの、「飯能市」や「毛呂山町」等移動距離の長い

送迎も行われている。 

 

 

図 送迎先（全体ベース） 

 

送迎時の車の運転はいずれの目的でも 8割以上と高い。 

 

 

図 送迎時の車の運転（全体ベース） 
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送迎に対する負担感はいずれの目的でも概ね 2割が高いと感じている。 

 

 

図 送迎に対する負担感（全体ベース） 

 

目的・年齢別で見ると、特に 64 歳以下で通院介護のための送迎で負担感が高い層が多く、送

迎頻度が高い世帯を中心に負担感が比較的強いと考えられる。 
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図 送迎に対する負担感（年齢別） 
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7 移動支援事業に係る状況 

各種移動支援施策については、地域の重要な移動手段の一つとなっているものの、いずれの

事業についても「知らない」が 5 割を超えており、認知度が十分に高まっていない点が課題として

挙げられる。 

 

 

図 各種移動支援事業等の認知状況（回答者全体ベース） 

 

移動支援は高齢者を対象とした事業だが、75 歳以上でも「知らない」が 3～6 割となっており、周

知が十分に進んでいるとは言えない。 

 

 

 

高齢者等 
おでかけ 
支援事業 

地域自主 
運行事業 

 

地域 
おたすけ隊 

 
ファミリー・ 
サポート・ 
センター 
事業  

  

図 各種移動支援事業等の認知状況（年齢別） 
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高齢者等おでかけ支援事業は他の事業と比べると利用頻度が高い。 

 

 

図 各種移動支援事業等の利用頻度（回答者全体ベース） 

 

年齢別でも高齢者等おでかけ支援事業が 75 歳以上で最も利用されている。 
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図 各種移動支援事業等の利用頻度（年齢別） 
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ボランティアとしての送迎活動について、「今後協力してもよい」は若い年代ほど高い傾向が見ら

れる。 

 

 

図 ボランティアによる送迎活動への運営側としての協力意向（回答者全体ベース・年齢別） 

 

  

1 

0 

1 

1 

9 

14 

10 

5 

67 

55 

67 

75 

23 

31 

22 

19 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1261)

64歳以下
(N=317)

65～74歳
(N=452)

75歳以上
(N=486)

既に協力している 今は協力していないが今後してもよい 協力は難しい わからない



43 

 

8 子ども連れでの移動の状況 

子ども連れの移動では「自動車（自分で運転）」が 8 割となっており、自家用車の利用が他の手

段と比べても圧倒的に高く、子育て世代の多くで自動車によるライフスタイルが定着している。 

 

 

図 子どもを伴う移動時の利用交通手段（回答者全体ベース） 

 

公共交通機関で子どもと一緒に移動するときに、困っていることが「特にない」は 5 割程度であり、

同程度がいずれかの困ったことがあると回答している。突出した高い項目はないものの、市民によ

って異なることが示唆されており、交通結節点におけるバリアフリー・ユニバーサルデザイン化や、

滞在性の高い待合空間の整備が望まれていると考えられる。 

 

 

図 子どもを伴う移動時に困っていること（回答者全体ベース） 
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9 自由記述整理 

自由記述の回答結果を以下の通り項目ごとに整理した。以下に概要を示す。 

 

表 自由記述整理結果概要 

項目（括弧内数字は意見件数） 意見の傾向 

1. 鉄道に対する改善要望（35）  川越線・八高線の増便を求める内容が多

数 

2. バス（乗合事業）に対する改善要望(309)  市内路線バスの増便を求める内容 

 バスサービスの空白地解消を求める内容

（特に、日高団地、横手台・大字横手など

で複数意見あり） 

 コミュニティバス（循環線含む）の導入を

求める内容 

 バスサービスが使いにくい施設へのルー

ト変更等を求める内容（特に市役所に集

中） 

3. タクシー（乗用事業）に対する改善要望

(19) 

 運賃の高さへの指摘やおでかけ支援事

業の拡充を求める内容が多数 

4. 鉄道・バスに対する改善要望(25)  バス・鉄道ともに増便を求める内容が多

数 

5. バス・タクシーに対する改善要望(7)  バス・タクシーともにおでかけ支援事業の

拡充を求める内容が多数 

6. 交通機関間の連携強化(10)  鉄道とバスの接続改善を求める内容が多

数 

7. 情報提供の拡充(15)  おでかけ支援事業や地域おたすけ隊等

の市内で展開されている施策事業の周

知を求める内容が多数 

8. 移動の代替施策(4)  移動販売等の導入を求める内容が多数 

9. 地域の共創による移動(13)  地域おたすけ隊に関する内容が多数 

10. 現状維持を希望(10)  公共交通の現行サービス水準の維持を

求める内容が多数 

11. 移動全般に対する改善要望(66)  移動が不便であることにより生活全般が

不便になっているという内容が多数 

12. 安全対策・インフラ整備等(25)  道路舗装や安全施設の整備を求める内

容が多数 

13. 期待・評価(5)  現行の公共交通サービスに対する感謝

の声等 

14. 感想(62)  生活全般の不安、意見等 

15. その他(6)  アンケートに対する問合せ等 
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自由記述の中で出現頻度が高い単語を選び出し、頻度に応じた大きさで図示したワードクラウド

により整理を行った。なお、単語の色は品詞の種類で異なり、青色は名詞、赤色が動詞、緑色が形

容詞を表す。最も出現頻度が高い単語は「バス（312 回）」であり、次いで「欲しい（183 件）」、「利用

（114 回）」と続く。 

 

 

図 ワードクラウド 

※ユーザーローカル AI テキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図を示す。出現数が多い語ほ

ど円の大きさが大きく、共起の程度が強いほど太い線で描画される。 

最も出現頻度の高い「バス」については、「欲しい」「本数」「不便」などとともに表記されており、バ

スサービスのさらなる利便性向上を求める意見が多いことがうかがえる結果となった。 

 

 

図 共起キーワード 

※ユーザーローカル AI テキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 

 

次ページ以降に具体的な意見の一覧を示す。 
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